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進捗評価シート （様式１-１）

評価対象年度 令和元年度

現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載し
ている内容

評価軸①-1
組織体制

項目

計画の推進体制

　本計画の推進、実施にあたっては、計画策定時同様に都市計画課・文化財課が事務局を担い、歴史まちづくり法第
11 条に基づく伊豆の国市歴史的風致維持向上協議会において計画推進や計画変更、円滑な事業の実施に向けた協
議を行い、事業を推進することを基本とする。計画の推進や事業の実施に際しては、国や静岡県の指導を仰ぎながら、
庁内の関係各課との連絡調整を行いつつ、事業対象となる文化財の所有者や周辺住民等と協議の上、一体となって
事業を推進する。

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　法定協議会である「伊豆の国市歴史的風致維持向上協議会」は、計画策定時に4回の会議を開催した。計画認定後の
事業推進に係る評価機関として、引き続き意見聴取を行う。内部体制としては、事務局である都市計画課と文化財課の
連携はもちろんのこと、事業の主担当部署である建設課や観光課との庁内協議を必要に応じて行っており、各事業の進
捗状況を共有できた。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

●庁内会議の開催

開催日 検討内容

H30.8.21（火）

対象：建設課

H30.8.20（月）

対象：観光課

H30.9.12（水）
文化財課との協議

・計画認定の報告

・事業進捗評価手法、スケジュール確認

・計画認定の報告

・事業進捗評価手法、スケジュール確認

・事業進捗評価手法、スケジュール確認

庁内会議の状況

＜コアメンバー＞

観光課（観光振興部局）

建設課（都市整備部局）

文化財課（教育部局）

都市計画課（計画推進部局）

事務局：都市計画課、文化財課

庁内会議の体制

●協議会の開催

開催日 検討内容

Ｒ元.６．１９（水） ・計画の概要について

・進行管理、進捗評価の手法について

伊豆の国市歴史的風致維持向上協議会

伊豆の国市－１

開催日 検討内容

・事業進捗評価手法、スケジュー

ル確認

・進捗評価シートの作成等の確認

H31.4.11（木）
文化財課との協議

R2.1.10（金）
文化財課との協議

・計画書変更箇所の確認

・進捗評価シートの確認

Ｒ２．３．８（日） ・計画書の変更について

・進捗評価シートについて



進捗評価シート （様式１-２）

評価対象年度 令和元年度

現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載し
ている内容

評価軸②-1
重点区域における良好な景観を形成する施策

項目

伊豆の国市景観形成基本計画等との連携

　本市の景観計画は、豊かな自然と、人びとの生業と生活によって培われた歴史や文化によって形づくられ、現在に至
るまで伝えられてきた固有の資源を市民共有の財産として捉え、今後のまちづくりに活かし、伊豆の国市独自の景観形
成を進めることを目的として、市域全体を対象とした方針を位置づけている。計画に位置づけている景観重点整備地区
については、歴史的風致維持向上計画に位置づけた重点区域内に入れ込んでおり、既設の歴史文化資源と調和する
よう景観の向上を目指している。

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　伊豆の国市景観計画に基づく景観計画区域の全域を対象に、届出対象行為に該当する全ての建築・工作物について、行為の制
限を設けた。また、制定した屋外広告物条例では、特別規制地域や普通規制地域を設けて、広告物や掲出物件の設置に関する基
準を明確化し、事業者に対し色彩基準等の啓発を行って屋外広告物指導事業を推進している。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

景観計画に規定した景観重点整備地区の範囲

ウ 丘陵地ゾーン

イ 葛城山・城山周辺ゾーン キ 市街地ゾーン

カ 中心市街地ゾー

エ 河川ゾーン

オ 田園ゾーン
ア 東部山林ゾー

土地利用基本方針（ゾーン）

伊豆の国市－２



進捗評価シート （様式１-２）

評価対象年度 令和元年度

現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載し
ている内容

評価軸②-２
重点区域における良好な景観を形成する施策

項目

「伊豆の国市景観形成基本計画」、「伊豆の国市屋外広告物条例」に基づく屋外広告物の適正な維持管理

　歴史まちづくり法に規定する重点区域として設定した「韮山反射炉・江川邸とその周辺地区」は、江戸時代の韮山代
官所をはじめ長年にわたって、まちの拠点として機能してきた地区である。史跡韮山反射炉周辺は、「伊豆の国市景観
形成基本計画」において、景観重点整備地区に指定されている。

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　策定した景観計画では、韮山反射炉周辺地区は、「景観重点整備地区」（特に先導的かつ重点的に景観形成を図る必要があると
認める区域）に位置付けている。このため、韮山反射炉等と調和する街並み景観を創出を目的に、周辺の建築物・工作物の高さや
形態、色彩等を誘導するとともに、屋外広告物の削減に努め、形態や意匠について誘導することで、街並みの景観が改善できた。
●屋外広告物の改善状況：市内の景観重点整備地区周辺を含めて、自家広告物27件と野立て看板等26件　計53件が改善された。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

景観計画に規定した景観重点整備地区の範囲

誘導前

誘導後

伊豆の国市－３

施設上部の表示色に赤色が使用

されていたことから、景観重点整

備地区に相応しい色彩とするよう

誘導した

誘導実績事例

誘導前

誘導後

自家広告物の表示色に赤色や

黄色が使用されていたことや自

家広告物以外の看板も設置され

ていたことから、景観重点整備

地区周辺に相応しい形状や色彩

とするよう誘導した

誘導前

誘導後

自家広告物の表示色に赤色

が使用されていたことから、

景観重点整備地区周辺に相

応しい色彩とするよう誘導し

た



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和元年度

現在の状況

■実施済
□実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載し
ている内容

竣工写真

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

江川文庫収蔵施設建設事業

平成30年度～令和元年度

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

文化財保存事業費関係補助金（重要文化財等（美術工芸品・民俗文化財）保存活用整備事業）

公益財団法人江川文庫が所蔵する重要文化財韮山代官江川家関係資料・重要文化財江川家関係写真(合
計約39,000点余)を適切に保存管理するための収蔵施設を建設する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

  江川文庫収蔵施設は令和元年９月に竣工し、文化財の保存環境整備のための空調設備試運転等を行っている。
今後、計画的に所蔵資料を移転させていく予定であり、江川家資料等の保存管理体制の向上に寄与した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

伊豆の国市－４

収蔵庫の仕様
建設地：静岡県伊豆の国市韮山韮山
２番地４
構造：鉄筋コンクリート造、一部鉄
骨造２階建
建築面積：304.38㎡
延べ床面積:464.19㎡



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和元年度

現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載し
ている内容

評価軸③-2
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

□計画どおり進捗している
■計画どおり進捗していない

　建造物調査を実施したが、建造物の価値では、歴史的風致形成建造物の指定基準を満た
すものではなかったため、指定には至らなかった。そのため、江川家の民俗調査の結果を踏
まえ、年中行事と密接な関係が確認できるものについて、歴史的風致形成建造物指定を検
討したうえで、指定したものについては、必要な補修や修理を実施する。

状況を示す写真や資料等
令和元年１２月６日歴史的風致形成建造物候補調査
調査者：伊豆の国市文化財保護審議委員　新妻淳子委員
調査対象：松山稲荷社、瀬田稲荷社、韮山稲荷社、明奉社、香山寺山門

江川邸周辺の歴史的風致形成建造物保全事業

平成30年度～令和５年度

市単独事業

　重点区域である江川邸周辺地区内に点在している歴史的風致形成建造物（韮山稲荷、松山稲荷、瀬田稲
荷、明奉社、星の宮）について、維持保全を図るために、必要に応じ補修及び修復などを行う。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

 下記調査を実施したことで、歴史的風致形成建造物の候補の価値について一定の評価をすることができた。
・平成29年９月20日、対象建造物の予備調査
・令和元年12月6日、対象建造物の確認調査

建造物調査 明奉社

建造物調査 香山寺山門

伊豆の国市－５

江川邸内建造物配置図



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和元年度

現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載し
ている内容

　煉瓦部分の劣化が進行している韮山反射炉本体について、保存修理工事を実施する。史跡内に所在した製砲工場と
しての遺構について発掘調査を行い、成果に基づいて史跡整備を実施する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

  『韮山反射炉保存・整備・活用に関する計画』に基づき下記の事業を実施したことで、文化財価値の維持、解明に寄与した。
保存修理事業
平成30年度　韮山反射炉保存修理基本設計の策定、令和元年度　韮山反射炉保存修理実施設計策定
令和2～3年　保存修理工事
発掘調査事業
令和元年に発掘調査を実施した。また、その成果は、発掘調査現地説明会を実施して市民に公表した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

『韮山反射炉保存・整備・活用に関する計画』に基づき実施する。

評価軸③-3
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

史跡韮山反射炉保存修理事業・史跡韮山反射炉整備事業

平成３０年度～令和９年度

文化財保存事業費関係補助金(歴史活き活き！史跡等総合活用整備事業【史跡韮山反射炉保存修理】)
文化財保存事業費関係補助金(埋蔵文化財緊急調査事業【史跡韮山反射炉】)

状況を示す写真や資料等

韮山反射炉発掘調査現地説明会

伊豆の国市－６

韮山反射炉 保存修理工事設計図



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和元年度

現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載し
ている内容

市単独事業

市内の祭礼や伝統行事について調査を行うとともに、記録を作成する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

  下記事業を実施したことで、市内の民俗文化財の継承に寄与した。
　・江川家の年中行事調査（令和元～２年度）、市内民俗調査（令和２～５年度）を計画
　・令和元年度、民俗学の専門家を調査員に委嘱し江川家の年中行事の現地調査を10回実施

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸③-4
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

無形民俗文化財記録作成事業

令和元年度～令和５年度

平成31年4月8日 稲荷社祭典 韮山稲荷、瀬田稲荷の初午祭典の調査
平成31年4月15日 松山社、明奉社祭典 松山社、明奉社の祭典調査

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

調査日 行事名 調査内容

令和元年9月12日 五難のおはぎ 日蓮宗関係行事の調査

令和元年9月20日 秋の彼岸 彼岸行事の調査

令和元年5月19日 井戸替え
江川邸内大井戸、ナカノ井戸、田宿井戸、神社の井戸の神
事及び清掃について調査

令和元年8月 盆行事 江川家の盆行事及び準備の調査

令和元年11月８日～13日 お会式 日蓮宗関係行事の調査

令和２年1月 正月行事
令和元年12月から準備作業から令和２年1月14日までの具
足開きまでの一連行事調査

令和元年10月13日 御嶽神社祭典 江川家に関連の深い神社の祭礼調査

令和元年10月14日 本立寺万灯会 日蓮宗関係行事の調査

正月行事 正月飾り 井戸替え 大井戸 お会式

伊豆の国市－７



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和元年度

現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載し
ている内容

伊豆の国市で培われてきた祭事を維持し、継承していくため、開催支援を始め担い手の確保や育成を目的
に必要な支援を行う。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

  市内で実施される祭礼のうち、三番叟が行われる、原木荒木神社（中止）、寺家守山八幡宮（中止）、大仁大仁神社（11/3）、田京
広瀬神社（11/3）の祭礼について調査を行った。
平成31年2月にパンフレット「三番叟ガイド」を発行しPRを行ったことで、広く周知に寄与した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

支援を受けられる祭礼の定義について検討を行う必要がある。

評価軸③-5
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

地域に根付いている祭事に対する運営支援事業

平成３０年度～令和９年度

市単独事業

状況を示す写真や資料等

田京 広瀬神社 三番叟関係者からの聞き取り 田京 広瀬神社 三番叟上演のようす

大仁 大仁神社 三番叟出演者

パンフレット 『三番叟ガイド』

伊豆の国市－８



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和元年度

現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載し
ている内容

文化財保存事業費関係補助金(国宝・重要文化財美術工芸品保存修理抜本強化事業）
文化資源活用事業費補助金（美術工芸品美観向上整備事業）

　重要文化財に指定されている「韮山代官江川家関係資料」の書画・古文書・典籍等を適切に保存・活用す
るため、保存修理を実施する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

  江川家資料の保存・活用のために下記事業を実施したことで、文化財の価値の維持に寄与した。
・平成30年度　韮山代官江川家関係資料　保存修理事業　9点、美装化事業166点
・令和元年度　韮山代官江川家関係資料　保存修理事業　7点　美装化事業720点
伊豆の国市は上記の事業について、市費単独による補助金交付と、国県補助事業の事業指導を行った。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸③-6
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

(重文)韮山代官江川家関係資料美術工芸品保存修理等事業

平成３０年度～令和５年度

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

対象資料の選択及び年次計画及び公開活用について、所有者と協議を行い継続
的な実施につなげていく。

状況を示す写真や資料等

伊豆の国市－９

美術工芸品保存修理事業の確認作業



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和元年度

現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載し
ている内容

史跡韮山役所跡保存活用計画策定事業

平成３０年度～令和5年度

文化財保存事業費関係補助金(史跡等保存活用計画策定事業)

重要文化財江川家住宅を含む史跡韮山役所跡について、適切な保存と維持管理及び活用のための方針・
手法・現状変更の取扱基準等を定める。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　計画策定への着手準備として、所有者である江川家及び（公財）江川文庫と史跡、建造物、美術工芸品に関する打合せを実施し、
現状や課題等を確認した。
　打合せ回数1回（令和元年6月28日）

評価軸③-7
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

史跡韮山役所跡には史跡のほかに建造物、美術工芸品が所在しており、美術工芸品の保
存活用施設への移転、建造物の保存修理事業など計画している事業相互の調整の課題が
ある。これら事業計画を所有者と協議し、史跡の保存活用計画の策定を行うこととする。

状況を示す写真や資料等

伊豆の国市－１０

協議範囲：史跡韮山役所跡



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和元年度

現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載し
ている内容

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

史跡北条氏邸跡（円成寺跡)保存整備事業

平成３０年度～令和7年度

文化財保存事業費関係補助金(歴史活き活き！史跡等総合活用整備事業)
文化財保存事業費関係補助金(埋蔵文化財緊急調査事業)

史跡内における北条氏邸及び円成寺に関わる遺構の復原・遺構表示などの整備を行い、史跡が持つ歴史
的価値を体感できる空間を整備する。合わせて、守山中世史跡群として把握され、隣接して存在する伝堀越
御所跡、願成就院跡の保存・整備についても進める。

評価軸③-8

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

 　｢史跡願成就院跡・史跡伝堀越御所跡・史跡北条氏邸跡（円成寺跡）保存活用計画」を策定したことで、保存・整備・活用に向けた
方針を示した。
・令和2年度　「史跡北条氏邸跡整備基本計画策定」（予定）
・令和3年度　「史跡北条氏邸跡整備基本設計」（予定）

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

保存活用計画策定の範囲 保存活用計画策定報告書

伊豆の国市－１１



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和元年度

現在の状況

□実施済
□実施中
■未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載し
ている内容

評価軸③-9
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

史跡公園整備事業「守山中世史群」ＰＦＩ事業

令和４年度～令和７年度

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

保存活用計画の方針を踏まえ、今後、PFI事業の導入に関する収益施設の設置条
件等の課題整理を行い、調整協議する。

状況を示す写真や資料等

市単独事業

守山中世史跡群では、歴史・文化を活かしたまちづくりが期待されていることから、計画に位置付ける歴史
的風致の一つとして今後の維持及び活用が求められる区域である。史跡及び周辺地域での整備・活用につ
いて、PFI事業の可能性を検討し、その結果を踏まえて史跡公園を整備する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　市では、平成28年度に歴史的価値のある文化資源を官と民がパートナーを組んだ事業展開の可能性調査を行った。調査対象の
状況では現時点で相応の収益可能な施設がないことから、コンセッション方式による事業化は困難であり、 コスト削減効果のある
PFI-BTO方式の導入可能性があるとの結果に至った。その後、対象地域である史跡願成就院跡・史跡伝堀越御所跡・史跡北条氏
邸跡（円成寺跡）保存活用計画が令和元年度に策定された。計画には、対象地域における活用のための整備方針として、史跡群へ
の関心や理解を深めるガイダンス施設の整備・検討が位置づけられている。また、便益施設との一体化も視野に入れたうえで、周辺
環境と調和のとれた施設として過大とならないよう配慮した整備を検討するとし、令和元年度に策定した史跡願成就院跡・史跡伝堀
越御所跡・史跡北条氏邸跡（円成寺跡）保存活用計画では、活用の方向性を位置づけた。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

平成28年度～平成29年度
歴史・文化資源活用手法調査事業民間資金等活
用可能性調査の実施

史跡北条氏邸跡

史跡願成就院跡

史跡伝堀越御所跡

狩野川さくら公園

守山西公園

平成30年度～令和元年度
史跡願成就院跡・史跡伝堀越御所跡・史跡北条
氏邸跡（円成寺跡）保存活用計画の策定

～歴史的文化資源の保護から活用へ～
官民連携による事業展開の模索

平成26年に策定した伊豆の国市歴史文化基
本構想では、日本中世史の原点として守山地
区を重点区域に設定した。守山中世史群の保
存活用計画が未策定であったため、保存活用
計画を策定し、3つの史跡の保存・整備・活用
方針を定めた。

伊豆の国市－１２



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和元年度

現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載し
ている内容

評価軸③-10
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

史跡指定や調査事業の実施にあたり、地権者との合意形成を行いながら実施す
る。

状況を示す写真や資料等

韮山城跡総合調査事業

平成３０年度～令和６年度

文化財保存事業費関係補助金（埋蔵文化財緊急調査事業）

現在未指定である韮山城跡の国史跡指定を目指し、その本質的価値を明らかにするため、総合調査（発掘
調査、文献調査、地形測量、縄張調査、古道調査）を実施する。調査については伊豆の国市史跡等整備調
査委員会韮山城整備部会委員の指導を受けて実施する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　 韮山城跡の保存活用のため下記の事業を実施したことで、文化財の価値の確認・解明に寄与した。
・発掘調査　平成30年度　土手和田遺構群1箇所、令和元年度　本城二ノ丸1箇所
・文献調査　平成30年度　九州方面2箇所、伊豆の国市内1箇所、令和元年度伊豆の国市内２箇所
・地形調査　平成30年度　付城跡測量調査　1.07ｋ㎡
・縄張調査　令和元年度　付城跡1箇所
・韮山城部会開催　平成30年度3回、令和元年度２回

平成30年度 土手和田遺構群発掘調査

平成30年度 付城跡地区測量範囲

平成30年度 北條寺文書調査

伊豆の国市－１３



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和元年度

現在の状況

□実施済
□実施中
■未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載し
ている内容

評価軸③-11

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

   市では、令和元年度より、道路状況の調査、周辺景観の調査を行っている。その調査結果を元に、美装化実施手法の検討、整備
項目の選定、概算事業費の算定及び事業スケジュール等の検討を図っていく。なお、観光地エリア景観計画の中で、「歴史・文化エ
リア」として位置づけていることから、道路景観等の課題を整理し、美装化に向けた整備方法等を検討していく。事業の概要等は、協
議会委員にも理解され、重点区域内における事業の重要性が認識された。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

江川邸と韮山反射炉を結ぶ道路の美装化事業

令和５年度～令和９年度

市単独事業

重要文化財江川邸と韮山反射炉を結ぶ南北の道で、道路愛称「坦庵公思索の道」と名付けられている自然
豊かな歩行者道路を歴史の散歩道にふさわしい景観とするために、周辺の風景に調和した道路の美装化を
行う。

状況を示す写真や資料等

坦庵公思索の道
韮山代官江川英龍ゆかりの江川
邸・韮山反射炉界隈の営みにみる
歴史的風致（重点区域）

伊豆の国市－１４

観光地エリア景観計画 エリア範囲図

坦庵公思索の道



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和元年度

現在の状況

□実施済
□実施中
■未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載し
ている内容

市単独事業

重要文化財江川家住宅を含む史跡韮山役所跡や韮山反射炉の北側では、富士山を望むことができること
から、歴史的風致とその周辺の景観を阻害する電柱の徹去や移設を行う。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　 市では、令和元年度より、電柱・電線の状況調査を行っている。その調査結果を元に、無電柱化範囲の検討、無電柱化手法比較
検討、概算事業費の算定及び事業スケジュール等の検討を図っていく。なお、観光地エリア景観計画の中で、「歴史・文化エリア」と
して位置づけられていることから、整合性を図りながら景観を阻害する電柱の撤去・移設事業の推進を図る。事業の概要等は、協議
会委員にも理解され、重点区域内における事業の重要性が認識された。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸③-12
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

重点区域における景観を阻害する電柱の撤去・移設事業

令和２年度～令和５年度

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

周辺の景観形成（江川邸裏門）
韮山代官江川英龍ゆかりの江川邸・韮山
反射炉界隈の営みにみる歴史的風致（重
点区域）

伊豆の国市－１５

観光地エリア景観計画 エリア範囲図



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和元年度

現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載し
ている内容

長岡温泉街の中心部を通る道路の美装化事業

令和５年度～令和９年度

市単独事業

道路愛称事業で、「温泉場出逢い通り」と名付けられている長岡温泉街の中心部を通る道路の美装化事業
を行う。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　 市では、平成28年度より、市道長215号線（温泉場出逢い通り）の舗装工事を継続的に実施し、令和元年度までにL=720mの道路
改修を実施した。今後は、未改修となっている長岡リハビリテーション病院までのL=460mの舗装工事を実施し、道路の美装化を図
る。なお、今後、観光地エリア景観計画の中で、伊豆長岡温泉周辺エリアとして位置づけていることから、道路景観等の課題を整理
し、美装化に向けた整備方法等を検討していく。事業の概要等は、協議会委員にも理解され、事業の重要性が認識された。

評価軸③-13
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

温泉場出逢い通り
伊豆長岡温泉にみる歴史的風致

伊豆の国市－１６

温泉場の中心を通る道路

観光地エリア景観計画 エリア範囲図



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和元年度

現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載し
ている内容

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

民有地における伊豆長岡温泉活性化に向けたまちづくり・賑わいづくり創出事業

令和元年度～令和９年度

市単独事業　他

歴史ある温泉街の風景として維持し、活用につなげることやアイデンティティーの維持形成を図ることを目的
に、温泉街の活性化に向けた建造物の保存等を推進する。

評価軸③-14

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　 平成27年度から伊豆長岡温泉温泉場お散歩市を開催し、休館した南山荘（宿泊施設）の建物を利用して人が集う場を提供してい
る。お散歩市の後には、同所で市民や観光客が集える居場所づくりの取組も実施している。南山荘の庭の整備や、修繕など地域住
民が協力し合い、賑わいを創出することで、歴史的建造物の維持や歴史ある温泉街の活性化に向けた意識が高揚した。また、年に
3回ほど朝市から派生して夜市も開催し、観光客が浴衣で散策するなど、夜の温泉場の風情を醸し出す効果があった。
●開催実績　　お散歩市（朝市）12回の開催（約300人／1回当たり：出店数　約40店舗／1回当たり）、お散歩市（夜市）3回の開催

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

南山荘の再開のためには修繕も必要である。民間施設であることから、地域、行政
の関わり方を模索しているところである。

伊豆の国市－１７

観光地エリア景観計画に位置づけた

景観特性と課題

温泉場お散歩市（朝市）の様子



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和元年度

現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載し
ている内容

評価軸③-15
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

公共サイン整備事業

平成３０年度～令和９年度

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

わかりやすい誘導表示、市内全域での看板のスタイル・素材・表記の統一感及び外
国語表記が必要である。観光地エリア景観計画においても、わかりやすく景観に配
慮した案内の整備を位置づけ、整備していく。

状況を示す写真や資料等

市単独事業

来訪者の円滑な移動を支援するため、公共サインの統一性の確保を目的に、景観への配慮、利用者の視
点及び国際化に対応した道路案内サイン等を整備する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　 観光地エリア景観計画の策定過程で開催した地域景観ミーティングでは、公共サインの統一や外国語表記の必要性
が指摘されている。平成29年度に県道の道路誘導看板を整備し、その後、歴史的風致維持向上計画の認定に合わせて
既存のサインに、重要な歴史的風致の誘導サインを追加整備したことで、観光客等に対する誘導情報を拡充した。今後
も、計画に基づく歴史・文化周遊環境整備を推進する。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

伊豆の国市－１８

観光地エリア景観計画に位置づけた方針

江川邸、韮山反射炉へ誘導するサインの整備



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和元年度

現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載し
ている内容

評価軸③-16
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

市内民俗芸能・祭典等実施事業

平成３０年度～令和９年度

市単独事業

  市の魅力や観光・歴史資源を生かした民俗芸能や祭典等を開催することによって誘客や歴史的資源及び
伝統文化の継承を促し、観光交流客、宿泊客を増加させ、地域経済の活性化及び地域活力の向上を図るこ
とを目的に伊豆の国市観光協会が行う次の事業へ補助する。様々なイベントの開催により本市の歴史的風
致を多くの方々に周知することができた。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

  下記の事業を実施したことで、本市の歴史的風致の認知度が向上した。
伊豆の国市観光協会実施事業
第８４回源氏あやめ祭　令和元年７月６,７日
かわかんじょう 令和元年８月１日
芸妓まつりは「伊豆長岡温泉伊豆あやめ座華の宴」として、実行委員会により開催された。　令和元年５月１８日、１９日

令和元７月 第８４回源氏あやめ祭

令和元年８月 かわかんじょう

伊豆の国市－１９

令和元５月 伊豆あやめ座華の宴 チラシ

令和元８月 かわかんじょう



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和元年度

現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載し
ている内容

●補助事業

●支援事業

評価軸③-17

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

  市民組織活動支援のため、下記事業を実施したことで、韮山反射炉を含め市内の文化財の価値の普及、理解増進に寄与した。
・補助事業　補助金１団体（韮山反射炉を愛する会）
・支援事業　活動支援２団体（伊豆の国歴史ガイドの会、外国語ガイドの会）

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

ガイド団体は、既存会員の資質向上、新規会員の加入に課題があり、その部分で
支援を行う。

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

市民組織の活動費補助事業

平成３０年度～令和９年度

市単独事業

  「韮山反射炉を愛する会」は、世界遺産「明治日本の産業革命遺産」の構成資産である韮山反射炉の遺産価値や江
川坦庵公を愛する人が集い、ともに学びその輪を広げることを目的とした会であり、その活動費を市が補助する。また、
韮山反射炉の普及啓発・広報活動を市と協力して実施している「伊豆の国歴史ガイドの会」等の市民組織を支援する。

伊豆の国歴史ガイドの会
市内歴史ガイドに対する支援。市内文化財関係講習会の開催、市職員
が定例会へ出席し文化財の情報周知を行う。

外国語ガイドの会 韮山反射炉ガイドに対する支援。韮山反射炉関係講習会の開催。

状況を示す写真や資料等

団体名 活動内容

韮山反射炉を愛する会
韮山反射炉ポロシャツの作成・販売、構成資産相互の交流事業、韮山
反射炉清掃活動。

団体名 支援内容

韮山反射炉を愛する会

ポロシャツ販売チラシ
外国語ガイドの会

ガイドの様子

伊豆の国歴史ガイドの会ガイド

100万人達成新聞記事

著作者名：伊豆新聞本社

令和元年11月12日掲載

伊豆の国市－２０



進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和元年度

現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載し
ている内容

文化財調査、指定、保存管理（活用）計画の策定

  文化財は指定・登録の有無を問わず、本市の歴史と文化を理解する上で必要不可欠なものであるため、
必要な調査を行い、価値が認められたものについては市指定や国の登録制度の活用を検討することで適切
な保護を行う。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

  下記事業を実施したことにより、未指定の文化財の把握及び指定文化財の適切な維持管理に繋がった。
●文化財調査
　平成30年度　荒木神社俳額調査、北條寺文書調査
　令和元年度　香山寺文書調査、歴史的風致形成建造物調査
●文化財指定
　市指定文化財（歴史資料）荒木神社俳額　新規指定1件
●保存活用計画の策定
　｢史跡願成就院跡・史跡伝堀越御所跡・史跡北条氏邸跡(円成寺跡）保存活用計画」策定

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

評価軸④-1
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

市指定文化財 荒木神社俳額

伊豆の国市－２１

香山寺文書調査



進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和元年度

現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載し
ている内容

北条早雲公没後500年祭 11月2,3日 北条早雲公没後500年祭を実行委員会とともに実施した。
韮山反射炉を愛する会 7月1日 韮山反射炉清掃活動を実施した。

江川家住宅 令和2年1月15日 重要文化財江川家住宅、史跡韮山役所跡
願成就院 令和2年2月23日 史跡願成就院跡、国宝阿弥陀如来坐像運慶作他
●民間団体への助成・支援や連携・協力した取組
名称 実施日 内容

県内世界遺産PRイベント参加 令和2年1月15日
韮山反射炉の認知度向上のため、静岡県中西部デパート
にてイベントを開催。

●防災訓練の取組み
実施主体 実施日 対象文化財
伊豆の国市及び文化財所有者 令和元年9月1日 市内所在文化財

鋳物教室
令和元年７月７日、11
月23日

韮山反射炉にて、鋳造体験を実施した。

文化財シンポジウム 令和元年12月14日 「宗瑞打ち入り茶々丸たいへん!!」
文化財講座 令和2年1月15日 江川邸建造物の見学

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等
●文化財に関する普及・啓発の取組
実施内容 実施日 内容
歴史まちづくりカードの作成・配布 平成30年10月17日～ QRコードで情報が読み取れるカードを15,000部作成した。

評価軸④-2
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

文化財に関する普及・啓発の取組、防災訓練の取組、民間団体への助成・支援や連携・協力した取組

・文化財に対する認識を高めるためには、より多くの人びとに文化財の存在や理解を促す機会を提供する普及・啓発の取組みが重要である。市内外
の人々を対象とする普及・啓発は、案内板等の設置やパンフレット等の作成・配布とともに、イベントの開催等により実施する。
・防災教育や訓練は、文化財の所有者等に対して、防災に係る周知啓発と防災教育に取り組み、文化財防火デーには、各地の消防団や自主防災
組織と連携して、文化財施設での通報訓練や初期消火訓練を実施する。地震対策としては、耐震診断や耐震補強工事の実施など、個別の災害ごと
に必要と考えられる対策を行うことにより、き損・滅失のリスクの軽減を図る。
・各種団体の多様な活動をさらに活性化させるため、必要な情報提供や人材育成等を積極的に支援し、地域住民が主体となるような文化財保護活
動を進めていく。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

  下記の事業を実施したことで、市内外への周知とともに歴史的資源のＰＲに繋がった。
・15,000枚の歴史まちづくりカードを作成した。
・文化財に関する普及・啓発の取組み（文化財シンポジウム1回、文化財講座1回、鋳物教室3回、県内世界遺産PRイベントへの参加４回、静岡県世界遺産講座への
出講１回、歴史まちづくりカードの配布2,129枚：2019年12月末現在）
・防災訓練の取組み（市内文化財施設における防災訓練３回）
・民間団体への助成・支援や連携・協力した取組、民間団体が実施した取組み（文化財保護事業に対する補助５件、民間団体の取組み２件）

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

文化財シンポジウムチラシ

歴史まちづくりカード

表

裏

伊豆の国市－２２

鋳物教室（韮山反射炉ガイダンスセンター） 北条早雲公没後500周年記念イベント）

著作者名：伊豆新聞本社

平成30年10月17日 掲載



進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和元年度

現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載し
ている内容

状況を示す写真や資料等

項目

文化財の修理事業、文化財の周辺環境の整備事業、防災・防犯に関する事業

・所有者・管理者が行う日常的な点検により、文化財建造物の損傷の早期発見に努めるとともに、必要に応じて所有者等の意識向
上を目的とした適切な助言を行う。
・文化財の周辺環境は、文化財の価値にも影響を及ぼす恐れがあるため、文化財の保存・活用を図るうえでは、文化財だけに措置
を講ずるだけでなく、その周辺環境を含めて取り組むことが重要である。
・有形文化財は、火災や地震、落雷、水害、台風等の災害により、き損や滅失する恐れがあることから、個別の有形文化財ごとに防
災対策を検討し、被災リスクの軽減を図る

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

●文化財の修理事業
　（重文）韮山代官江川家関係資料保存修理事業、（国宝）木造阿弥陀如来坐像運慶作美装化事業を実施し、文化財価値の維持に繋がった。
●文化財の周辺環境の整備事業
　韮山反射炉史跡内の樹木を伐採したことで、大砲鋳造に関わる産業システムにおいて河川が果たした役割について、視覚的な理解増進に繋
がった。
●防災、防犯に関する事業
（重文）江川家住宅の耐震対処方針の策定を行い、被災リスク管理の向上に寄与した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

評価軸④-3
文化財の保存又は活用に関する事項

史跡韮山反射炉 指定地内樹木伐採

著作者名：伊豆新聞本社

令和元年７月２３日掲載

国宝木造阿弥陀如来坐像運慶作 美装化事業

伊豆の国市－２３

重要文化財江川家住宅対処方針



進捗評価シート （様式１-５）

評価対象年度 令和元年度

状況を示す写真や資料等

水面にたいまつの炎　「かわかんじょう」下る 令和元年８月３日 伊豆日日新聞（朝刊）

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

  計画認定等に関する特集記事を掲載することで、市内外への周知とともに歴史的資源のＰＲに繋がった。それに関連
した祭事やイベントが新聞等のメディアに取り上げられることで、市民の文化財に関する関心が高まった。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画の進捗に影響あり
□計画の進捗に影響なし

歴史まちづくりカード 平成30年11月号 市広報誌

反射炉前で三番叟披露　DC・伊豆の国 令和元年５月28日 伊豆日日新聞（朝刊）

源氏あやめ祭で供養祭　伊豆の国 令和元年７月８日 伊豆日日新聞（朝刊）

評価軸⑤-1
効果・影響等に関する報道

報道等タイトル 年月日 掲載紙等

歴史や伝統文化を生かしたまちづくりに向けて 平成30年8月号 市広報誌

市広報誌8月号に掲載した特集記事 市広報誌11月号に掲載した特集記事

伊豆の国市－２４

著作者名：伊豆新聞本

社

令和元年８月３日掲載著作者名：伊豆新聞本社

令和元年５月２８日掲載
著作者名：伊豆新聞本社

令和元年７月８日掲載



進捗評価シート （様式１-６）

評価対象年度 令和元年度

計画に記載し
ている内容

年度 参加人数
市民参加

率
平成29年 460 38.46%
平成30年 439 37.36%
令和元年

度
350 40.50%

　・毎年、市内中学校2年生全員に「韮山反射炉検定」を実施し、韮山反射炉の理解増進及び文化財愛護の精神の啓発
を行った。

大仁小学校 12/13～12/26 8/7～8/22
大仁北小学校 12/27～1/9

韮山南小学校 6/30～7/16 7/5～1/22
長岡北小学校 11/29～12/12
長岡南小学校 11/13～11/28 11/15～12/2

宗瑞打ち入り茶々丸たいへん

●学校教育との連携

　・韮山反射炉ガイダンスセンターにおいて市内小学校による「韮山反射炉学習」の成果展示を行った。

学校名 平成30年度実施時期 令和元年度実施時期
韮山小学校 12/4～12/23

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

□計画の進捗に影響あり
■計画の進捗に影響なし

状況を示す写真や資料等

●伊豆の国市文化財シンポジウム参加者数と市民の割合
実施内容

「韮山城をめぐる攻防-韮山城を守る攻めるから考える-　」
「武田信玄襲来!!-三国同盟崩壊と韮山城をめぐる攻防－」

評価軸⑥-1
その他（効果等）

項目

住民の意識向上

　本市の文化財は、これまで活用が十分でなかった面もあり、市内外の人びとへの普及･啓発についても十
分とはいえない状況にある。このため、文化財に対する認識を高めるためには、より多くの人びとに文化財
の存在や理解を促す機会を提供する普及・啓発の取組みが重要である。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で。記事・議会議事録等を添付

  下記事業を実施したことにより、市内外への周知とともに歴史的資源のＰＲに繋がった。
・文化財シンポジウム
・学校教育との連携

伊豆の国市－２５

文化財シンポジウムは、市の歴史の事象や文化財にスポットをあてて年1回実施している。

市の歴史文化を理解してもらうため、シンポジウムを通じて内外に情報を発信している。市民の参加率

は40%程度を維持している。

「韮山反射炉学習」の成果展示平成30年度 文化財シンポジウム



進捗評価シート （様式１-６）

評価対象年度 令和元年度

計画に記載し
ている内容

文化財の保存及び活用に向けた普及・啓発の必要性

　重点区域内に分布する文化財の普及・啓発に係る取組みを推進することは、歴史的風致を維持及び向上
させる上でも重要である。普及・啓発の方法としては、訪れる人々の周遊を促すためのパンフレット・マップを
配布するとともに、普及・啓発のためのイベントを実施するなどして、より身近に文化財を感じてもらう機会を
創出する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で。記事・議会議事録等を添付

　本市の歴史的風致を多くの方々に知っていただくため、韮山反射炉をはじめ市内の歴史資源の情報をＱＲコードを通じ
て入手できる歴史まちづくりカードを作成した。観光協会が運営する伊豆長岡駅前観光案内所で配布することは、交流
人口の拡大に向けて観光施設と歴史文化施設の回遊性を高めるための必要な周知方法と捉えている。歴史まちづくり
カードを活用したカードラリー期間中の来場者も多く、案内所に立ち寄る観光者も増加した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

□計画の進捗に影響あり
■計画の進捗に影響なし

国土交通省中部地方整備局管内の認定都市が連携して、歴史まちづくりカードを活
用したカードラリーを実施した。今後も歴史資源の情報発信ツールの一つとして更な
る活用の方法を検討する。

状況を示す写真や資料等

評価軸⑥-2
その他（効果等）

項目

評価：歴まちカードラリーの実施を公表したのがH30の10月であり、カードの収集を目的に案内所に訪

れた状況が確認できる。カードラリーイベント期間が終了した令和元年9月までの来場者数は、2ヶ月

を除いて前年比を上回っており、歴まちカードラリーの実施が本市を訪れる来場者の増加に寄与した。

伊豆の国市－２６

参考：韮山反射炉でのカード配布状況

平成30年度 10月～3月 359枚

令和元年度 4月～9月 254枚 計 613枚



評価対象年度

（今後の対応方針）
・江川邸周辺の歴史的風致形成建造物の指定については、無形民俗文化財記録作成事業
　の調査結果に基づき検討する。
・計画どおりに進捗していない事業については、それに対する課題と対応方針の記述を明確に
　する。
・担当部署と連携して定期的な庁内会議を開催し、各事業の進捗状況を確認する。

令和元年度

法定協議会等におけるコメント　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　              （様式２）

・法定協議会等におけるコメント

コメントが出された会議等の名称：伊豆の国市歴史的風致維持向上協議会

会議等の開催日時：令和２年３月８日（日）　９：５０～１１：１５　於：あやめ会館２階会議室

（コメントの概要）

【①組織体制】

　　特になし

【②重点区域における良好な景観を形成する施策】

　　特になし

【③歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項】

　（江川邸周辺の歴史的風致形成建造物保全事業）

　・計画どおりに進捗していない事業については、それに対する課題と対応方針の記述を明確に

　すべきである。歴史的風致形成建造物の指定を検討したうえで、どのような対応方針とする

　のかを明記すべきである。

（史跡公園整備事業「守山中世史群」PFI事業）

　・周遊バスの運行やルートを充実させるなど、多くの方々が訪れるように検討をお願いしたい。

（韮山城跡総合調査事業）

　 保護を検討いただけるとよいと思う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　協議会の様子

　・付城跡地区の測量を行われたということですが、どの地区の測量を行ったのか。

【④文化財の保存又は活用に関する事項】

　　特になし

【⑤効果・影響等に関する報道】

　特になし

【⑥その他（効果等）】

　特になし

【全般に関すること】

　・歴史的建造物だけでなく、街の景観を形成する樹木についても、保存樹木のような形で、

伊豆の国市－２７


